
認 定 書

国住 参 建 第 1218号
令和 5年 9月 25日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人)の規

定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FRM―-0738

2.認定をした構造方法等の名称

厚 12.5■IIlボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/ド リリングタッピン

ねじDTSN 4 2× 32/外周部@75■ ull、 中通 り@150血■1/床勝ち部受材留め付け間隔

N900150■ ul1/入隅部受材留め付け間隔 N900150血4/大壁造の床勝ち入隅仕様/
木造軸組耐力壁における構造方法

3.認定をした構造方法等の内容

2.8の倍率を有する軸組と同等以上の耐力を有する軸組

別添の通 り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



別添

1.鋤 名称

厚 12.5-ボー ド用原紙脹ガラス繊維混入せつこ刃屍/ド リジングタンピンねじDttN 4.2X32/

外月胞 75mm、 中通り@15廟Шゥ/`床勝ち部受材留め付け間隔N顎0150-//4入隅部受材留め付け間

隔N淑剪5嚇 獅 床勝郷 /t木趨軸細耐力壁

2. 4青運学9概哩零

(1)祓腰

a)酎オの名称

ボード用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

b)西球オC>毒けυ覧醐

面材の断面図を図1に卜九 また、その構成材及び組成を表 1に帝先
せっこ

ボード用
(寸法単位 :mm)

図 1面本オの断面図

表1構虜オ及(丼目成

（〇
い
〇
＋
）い
．い
劇

効 |

ボー ド用

離

組成などは社外秘とさせていただきます。

芯 材 :

形 線

漫入

せつこう板

組成などは社外秘とさせていただきます。
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c)難

d)恨lttBⅡサ彰吋飛

図2に示すべベルエッジ又はスクェアエッジとする。

2-6

べベルエッジ         スクェアエッジ   (寸法単位:ェm)

図2佃l面カロI形瀾断岡図         
｀

e)品質の基準

国土交通大臣の認定を取得した面材 (認虐番号 :NM‐5511)に対し、面材の厚さの範囲を制約

している。

性  能 :伊聰訪法はJISA 69(11:2014に よる。)

鉾

(°/。)

曲t朔峡躾繭藤!(Nl 単位面積当たりの質量

帥 多長さ方向 跡

3以下 5(Xl姓 期 雄 a27～ 11.33

観 :ボード月原続張ガラハ繊維混入せつこう板の両面及帥 l画に,k使用上有害な欠け、

割陥代汚れ、きずなどがあつてはならなし、

(2)申雄財り鉢翻腰

６
い
．ｏ
↓
ゆ
．Ｎ
引

外

厚さ (mm) 幅 (mm) 長さ (mm)

韓 12.5 9(Xl～10(Xl 1800-45(Xl

癬 0ハΨ■0.5 -3へO 0科3

部  位 寸 法 等

撤 土台、月瞭 伝 梁 麟 見付け 1()5mmX見込み 105mm以上

継手FH確 麟 見付け45-×見込み 105mm以上

FH確 麟 見付け27mln×見込み 105mm以上

】同つなぎ 蝉 見付け征hn×見込み45mm以上

麟 瑚 麟 見付け30-45mm× 見込み 4(瓶m必土

弾 蝉 見付け454n以下X見込み40mm以上

柱の間隔 9(10mm-20(Xhm

面材の継手となる鱗 FH写住と柱の間隔 900mm～1(XXhn

関柱と柱又lまF翻柱と醐 ¢翠即扁 450mm―ⅨXれm

棲深材間の内法寸法

1枚張り 1385mと 以上35甑m以下

縦継ぎ張り 下側面材長さ略朗廟nの場合 :262(れm以上

4395mm以下

下側面材長さ2730mmの場合 :329(ぬm以上

4395mm以下

下お記l蹴長さ罰30健mO舜 斗 3665mm夢土

4395mm以下
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(3)弾
規 格 名 称 :ド ジヅングタンピンねじ

規 格 番 号 :ЛSB l125:郷 15

種   類 :十宇穴付きトランペントドリジングタッピンねじ

呼   び :D13N42× 32

(4)その他針 と舞叢

a)床下勉閉離 の品離 l呆呵騨 に関する法律 停戒 11各撃緯第81う の規定l中 き、

定められた評価崩腱藝匂こ融 床組等中 画材を原則とする。床下地陶ま日勘 紗

構造用合板等の品質が明らかテぶ面材で、厚さ19蘭れ以上3(ぬm以下とする。

b)床勝ち都受材および入隅部受材の接合具

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA55(18:な 19

種  類 :鉄九くぎ

呼  び :N90

c)床下地材の接合具

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :JISA5508:Д l()9

種  類 :鉄丸くぎ

呼  び :N5(l、 N65またはN75
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3.耐力壁の適用範囲

(1)当該面材をイ吏用した耐力壁¢圃珊観剛ま、建築憩斡勁碕令第40条から第49条 (ただし、第48条

第2項は除く)に準拠した木造軸組とする。

(2)当シ耐力壁は,外周壁の屋外lttll下競 ,室内イ貫ll下地材及び内部壁の下麟オlこ用いるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋外イ員ll下地材として用いる場合は、防水紙その他邁切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)建築藝鶴釣種講 46条第4項の表 1に定める軸往又は[口陶56年羹織省告示第 11()(l号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.耐力壁の施二十と醸の概要

(1) 鞠 ,オ

①柱と土台、風眩 桁および梁 (以下、横架材と記〕 の断面寸法は見付け105mm× 見込み105-以

上とする。

②聞性の断面寸法は見付け27-×見込み105mm以上とする。

③面材の横方向卵 手とな翻 手F日訴主の断面寸法は見付け45-×見込み105-以上とする。

④面材蝋 方向棚 手となる陣 なぎの断面寸法は見付け6-× 見込み45-以上とする。

⑥面材を留め付ける床勝ち部長材の断面寸法は見付け3(l～45-×見込み4(血以上とする。

⑥商材を留め付ける入隅部受材の断面寸法は見付け45-以下×見込み4(繭 以上とする。

⑦桂の間隔は、90(施1以上2(Xl(近4m以下とする。

③面材②継手となる継手間柱と柱の間隔は、90(施n以上1(l()(れ 以下とする。

③瞬柱と柱又は間柱と継手聞柱のF日弓隔は、45(lmm以上Ⅸ乃鯛m以下とする。

⑩面材が取り付く胴つなぎは、床下地材を介して留め付けた床部長材下部から1駐(近nm又は273(l―

又は30岡hmの位置 G陣なぎ慟 に取付ける。

①横架材間の内法寸法について、と本文号罠りの場合は1385-以上356(施 以下、縦継ぎ張りの場合は

26朗hm以上4395-以下とする。

(2)面本オの害吋

面伽鞠 こ直張りとし、張り方lttt割 的 なぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また

は 1枚の肺 りとする。ただし、2枚の板輛鮨隈鍋秒 とする場合、下イ員llの面材長さが182(而 で上

側の面材長さが8(X施-2575-、 下側の面材長さが273(面 で上側の面材長さが56(駈～1665-

または下側の面材長さが3(l― で上側の面材長さが635-～1365mmとする。いずれ場 合も面材の

かかり体謗蒻諸rよ

ヤヽ
C木下地財厚さが3(腕 σ翔鶏銘引にを就 Э
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(3)面材の留め付け

①画材は、 ドリジングタッピンねじDTSN 4.2X32を用いて、面材の外間部ではねじ相互のマーキング

間隔を75mm(マーキングからのずれの許容差 :±8-)以下で柱、横架材、床勝ち部および入隅都

受材、継手賃隆k胴わなぎに、面材の中通りの部分ではねじ相互のマーキング間隔を15(瓶m(マーキ

ングからのずれの許容差 :± 15-)以下で聞柱に留め付ける。ただし、面材端部に間隔の狭い箇所

が集中するようか睡端な西己置とならないようにする。

②ねじが有効に作用するように、面材の端部とねじとの間隔 (へ りあき
'Ettlは

、床勝ち部受材、横架

材及び胴うなぎでは15-鱒 滋 ±3-)、 柱(継手間柱及び入隅都受材では1-  (詐容差 :

±2nim)と する。

③両材の外周部及び中通りの部分におけるねじ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 (E、

Llからへりあき距離 (Hl+I12、 Ll+L2)を減じた長さ (E G11+H2)、 }← 1+L2)lを算出し、その

長さを各部のねじ間隔 (P、 Q)0除する。

外周部のねじ本数はその値の小数第一位を切り上げて 1を加えた値とし、中通りの部分のねし輯輿ま

その値の′l蕩礫汁位を切り上げてとを減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のねじは長手・短手両方向のねじ木数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のねじを結ぶ直線上のねじは、中通りの部分のねじ本数として数えないものと

する。また、ねじ本教の一覧を表21蕊ミ

ここで、Lは 83‰m～1(10(施 のいず才碗つ櫨kH函耐力壁の施江仕様に応じた下側もしくは上側

の面材長さりは Hl及びH21ま 15mm、 Ll及び二2は 12nm、 Pは 75mm、 Qは 15(腫mとする。

④面材のかかり代は、柱は45-以上、横架材は3(瓶m以上、継手間柱は2(施 以上、床勝ち部およ

ω 醇脚授材は30-以虫 胴うなぎは3(近nm以上とする。

⑥ねじ留めは、面材に表示されたねじ留めの位置に従つて行い、表示のない位置は施工時にマーキング

等した後にねじ留めする。

⑥函材②継手部は縦方向および横方向とも突き付けとなるようにする。

⑦ねじは、面材表面に面―になるように留め付ける。
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艶麗罐溺難 中通り部のくぎ

図3各部のねじ本数
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表2ね じ本数一貫

間隔

本数

ドリリングタッピンね じ DTSN 4.2× 32
75mm 以下外周部間隔

150mm 以下中通 り間隔

面材長辺か らの縁端距離 柱・入隅部受材・継手間柱位置

面材短辺か らの縁端距離 月同つなぎ位置

横架材・床勝ち部受材位置

849mm以 下面材外周部 短手方向長 さ 832mm以 上

924mm以 下849mm以 上

999mm以 下924mm以 上

1000mm以 下999mm以 上

面材外周部 長手方向長 さ

630mm以 下縦継ぎ張りの上側面材 560mm以 上

705mm以 下630mm以 上

780mm以 下705mm以 上

855mm以 下780mm以 上

930mm以 下855mm以 上

1005mm以 下930mm以 上

1080mm以 下1005mm以上

1155mm以 下1080mm以上

1230mm以 下1155mm以上

1305mm以 下1230mm以上

1380mm以 下1305mm以上

1455mm以 下1380mm以上

1530mm以 下1455mm以上

1605mm以 下1530mm以上

1680mm以 下1605mm以上

1755mm以 下1680mm以上

1830mm以 下1755mm以上

1905mm以 下1830mm以上

1980mm以 下1905mm以上

1980mm以上 2055mm以下

2055mm以 上 2130mm以下

2130mm以 上 2205mm以下

2205mm以 上 2280mm以下

2280mm以 上 2355mm以下

2355mm以 上 2430mm以下

2430mm以 上 2505mm以下

2505mコ盛以上 2575mm以下

縦継ぎ張りの下側面材 1820mm
2730mm
3030■lm

1385隠m
1455mm
1530mm
1605mm
1680mm
1755■xxn

1830mm
1905■lm
1980Hlln

2055Hlm
2130■1ln

2205撃lm
2280m=n
2355荘IIn

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

1455mm
1530nm
1605mm
1680■lm
1755mm
1830mm
1905mm
1980Hlin

2055xnln

2130■ lin

2205mェn
2230mm
2355■ 1ln

2430mm

12mm
15mxn
15mェn

12本

13本

14本

15本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15月ト

16本

17本

18本

19本

20本

21本
22本

23本
24本

25本
26本

27本

28本

29本

30本

31本

32本

33本
34本

35本

25本

37本

41本

20本

21本

22本

23本

24本

25本

26本
27本

28本
29本

30本
31本

32本

33本

1枚張りの面材 以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下
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2430mm
2505mm
2580mm
2655mm
2730mm
2805mm
2880mxn
2955Hlx4

3030Hlェ4
3105mln
3180mm
3255mln
3330mm
3405Hun
3480■Hn
3555■lm

560■lm
630mm
780mm
930mm
108041m
1230■114

1380■1ln

i530■lxn

1680■lx4

1830■lxn

1980■lm
2130■lm
2280■ lln

2430Hlxn

1820■lxn

2730■lm
3030■ lln

1385Hlln

1530Hlxn

1680■114

1830m=xl

1980■114

2130mm
2280mm
2430軍lm
2580m=n
2730■lm
2880■ 1菫n
3030■ 1ln

3180Hlm
3330■ 1ln

3480mm

2505Hlm
2580mm
2655Hュin

2730Hlln

2805mm
2880HHn
2955mm
3030Hュ In

3105=lm
3180mm
3255mttl

3330n■ 14

3405■ 114

3480■ lln

3555Hlin
3560■lin

630Hュm
780mm
930mln
1080■lm
1230mm
1380コlm
1530mm
1680mxn
1830翠lm
1980min
2130mm
2280■lln

2430HIm
2575mェn

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

3本

4本

5本

6本

7本

8本

9本
10本

11本

12本

13本

と4本

と5本

16本

n本
17本

19本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本

21本

22本

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

また|ま

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

4本

5本

6本

7本

8本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

12本

18本

20本

10本

■本
12本

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本

21本

22本

23本

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

体
鉢
鉢
休
鉢
鉢
味
体
然
然
然
味
味
体
鉢
球

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

面材中通 り長手方向長さ

縦継ぎ張りの上側面材

縦継ぎ張りの下側面材

1枚張りの面材 1530mm
1680■ 1ェn
1830■ 1ェn
1980■ 1ェn
2130=xkm

2280■1ェn
2430mェ4
2580mm
2730HHn
2880Hlx4

3030■lm
3180mm
3330mln
3480芝Hn
3560=Hn
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(4)その他の施亜佳候

当該耐力壁下部の床下地材の取り付け方法は、横架材に直接留め付ける仕様とし、原則として板厚に

応じて以下の方法とする。

①厚さ1-以 上15mm以下の場合は、鉄丸くぎN50 σBA5醒 :2009)

②厚さ15mm超え駅近nm以下の嚇舗ま、鉄丸くぎN65(ЛSA 5508:20091

③厚さ2Chm超え嵌油m以下の場合イよ 鉄丸くぎN751』SA55(18:2009)

くぎ相互のF日写陥
~は

1関hm以下で瞭架材とこ留め付ける。

床勝ち部受材は見付け30-45mm× 見込み4随m以上とし、鉄丸くぎN90(ЛSA5508:2009)を

用いてくぎ相互の間隔を150mm以下で床下地材を介して、横架材に留め付ける。

入隅部受材は見付け45mm以下×見込み4(れm以上とし、鉄丸くぎN90 0SA5508:20091を用

いてくぎ相互のF口写隔
~を

lЫ商4以下で柱に留め付ける。なお、入隅部受材と輔ユオオ (床勝ち都力肱 横

架拡 胴うな0との隙間は各脚 なの上下合計で3mm以下とする。

(5)謝藤颯

施五図を図4～図8に示す。
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検架材
105× l

ボード

ドサリンク
｀
タ

ボ ー

ドリルタ・タッヒ
・ンねじ

ドサ)ンク・タ ンねじ

ド)リンク
｀
タクt・ ンねじ

ボ ー

【A部詳細露l】

【B部詳組図】

【C部詳細図】

― ド

ヒ
・

じ

【施工図】

床勝ち部受材

横架材
ドサリンタ'タンと

・ンねじ

ド,サンダタッと
・ンねじ

颯+r

胴つな

※基礎 評価対象外

― ド

間柱

床

ドサレク'タンし
°

【下地組図】

【鉛直断面図】

図4施帥 図 :縦継ぎ張りの場合 ω継単位 :―)

1静
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IB部】

【C部甚

タンヒ・ じ

ンねじ

コリンク・ケァドンね

ボー ド

【A部辞細】

【B部詳細】

【A部】

【E部】

【面材の奪おまり】

検架材

ド)サ ンク
｀

月同つな
×

― ド

【0部詳細】

タンど

横架材

ド),ンク・タノビ タンドンねじ

【E部辞組】 【F部詳細】

図5 施工図 :縦継ぎ張りの場合  G贈畿筆と:―)

卜
公
常

【

＝‐・‐ＨＨＨｈ＝中＝Ｈ」［‐‥‐］Ｈ

―
(
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― ド

【A部辞細国テ

り

'ン

タ
゛

サ″
｀
ルビ

ボー ド

卜・)'ンタ
｀

ドリ)ンク・タッと'

リサンク・タッヒ
・ンねじ

ン才a
― ド

ゴ

【B部詳細国】

【施工図】

ド)レク・タンヒ
・

【C部詳細図】

【下地組図】

【鉛直断面国】

図6廠 謝 E図 :1褥民崎 嬌  帥 期 立:―l

横架材

柱

※基礎 評価対象外
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4SO～500  450～ ら00
【A部】

ド)リ ンタ

ボ ー

ボ ー

【A部群細】

t'

く

柱

入隅部受材

ンタ・ ノねじ

模梁材

【3部】

ドl,ンケ`,ッ ヒ・

岬 ボード

【C部詳細】

【D部辞組】

IC部】

【面材のれまり】

【D部】 ドけレタ・

図7施Ы翫 1枚張りθ瘍捨  仰法Ч立:mml
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タッと
°
ンね じ

ボー ド

タサヒ
°

じ

ボー ド

×

桂とボー ド用原紙張
ガラス繊維混入せつこう坂
の端間隔

※:毎
多賀轟違健冤奪琴こぅ板

の端間隔

(電 )面材相互に瞭間が生じる場合 (2)直交面材に評価対象面材が接する場合

[a]負け側 (例 )

卜
｀
サリンク

゛
ケッヒ

°

ボ ー

Ebヨ 勝ち側 (例 )

図8施 車離 刀醇瑯  付法瑚立:嗣生)

見付け

け

下
付
以

見
４５
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